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衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
特
別
二
等
車
の
新
設
並
び
に
三
等
車
の
利
用
者
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
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三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
特
別
二
等
車
の
新
設
並
び
に
三
等
車
の
利
用
者
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一 

東
京
十
三
時
発
、
長
崎
行
急
行
三
五
列
車
に
は
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
特
別
二
等
車
を
連
結
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
同
列
車
の
普
通
二
等
車
二
両
の
内
一
両
を
振
替
え
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
そ
の
後
、
本
列
車
は
二
・
三
等
共
に
利
用
効
率
が
よ
い
の
で
、
十
二
月
上
旬
東
海
道
線
に
荷
物
列
車
が
設
定
さ

れ
、
本
列
車
の
荷
物
車
が
こ
れ
に
振
替
ら
れ
余
力
が
で
き
た
の
で
、
同
時
に
東
京
―
門
司
間
に
普
通
二
等
車
一
両
、
十
二

月
下
旬
か
ら
京
都
―
鳥
栖
間
に
三
等
車
一
両
を
増
結
し
輸
送
緩
和
を
図
つ
て
い
る
。 

二 

そ
の
他
の
急
行
列
車
に
つ
い
て
も
、
特
別
二
等
車
は
普
通
二
等
車
の
振
替
え
な
い
し
増
結
を
原
則
と
し
て
、
三
等
車
の

減
車
は
し
て
い
な
い
。 

三 

二
等
客
の
増
加
は
著
し
く
、
特
別
二
等
車
の
乘
車
効
率
も
平
均
九
〇
％
を
上
回
つ
て
い
る
の
で
、
鉄
道
收
入
は
増
加
し

て
い
る
。 



四 
三
等
車
乘
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
年
度
中
に
三
等
車
新
製
五
三
両
、
木
製
車
両
鋼
体
化
二
九
〇

両
と
目
下
最
善
の
努
力
を
拂
つ
て
お
り
、
今
後
の
三
等
客
車
新
製
、
鋼
体
化
等
に
つ
い
て
も
鋭
意
努
力
中
で
あ
る
。
ま
た

木
製
客
車
の
不
良
箇
所
に
つ
い
て
も
、
本
年
一
月
な
い
し
三
月
の
間
に
約
一
五
〇
〇
両
を
完
全
修
理
す
べ
く
着
々
実
施
中

で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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